
ミ ル ト ン と イ タ リ ア

直木 木 敏

ミル トンの全 著作 のなかで,sonnetsは 全体 と して み る ときに,第 一 期 と第三期 の作品

の橋 渡 しの役割 を果す もの と して位置 ずけて きたが,今 な お私の意志 に はなん ら変 化を き

た して いない。 ところで,ミ ル トンの イタ リアの旅 は同 じよ うに,人 間 と して,偉 大 な詩 ,

人 と して ミル トンを育て あげ るにあた って,前 者の場合 と同 じよ うに大 な る影 響を彼 の心

に 与えて い るか を眺めて ゆ きた い。

旅 は文学 の創作 にお いて,想 像 と同 じよ うに詩人 あ るい は小 説家 と して持 たね ばな らぬ

重要 な要件 の一 つで あ る。 旅 とは知 識 の源 泉 と して現実 に その土地 とそ こに住 む人 び とに

つ いて直接観察 した り,自 己の研究 分野 に深 い関係 のあ る人 び とと接触 し知 己を得 る とい

う ことも意味 す る とすれ ば,ミ ル トンのイ タ リアの旅 は どん な もので あ ったで あ ろ うか。

そもそ も古典 文学で は,先 人た る詩 人 とか小 説家 の思想 の表現 を借用す るとか,同 時代 あ

るい は前時代 の影 響 を うけ るが,し か しその中で詩 人の消 化 され た独創性,つ ま りその詩

人に相応 しい詩 人が発 見 され なけれ ばな らない。 ロマ ンテ ィックの詩 人 たちに ついて も こ

の ことが いえ るので ある。HaroldBloom1)は,す べ ての有 力な詩 人は意識 的で あ ろうが,

潜在 的意識 的で あろ うが,偉 大 な先駆者 た るべ き詩 人 の作 品 を読 みか つ思考 す ると きに は,

軍尭心の なかでの詩 作上 の過 程 は過 去 の詩 人 および同 時代 の詩 的遺産 の強力 な影響 に対 し

て心 の 中で 葛藤 が生 じる。 か くして先 人の残 した作品 に対 す る鑑賞 の誤 りで あ る方 法を修

正す ることに よって 自己の正 当化 を はか ろ うとす る旺盛な精神 が,そ の詩人 な りの新 ら し

い詩が この 世に誕生 す るとい う詩論 を与 えて い る。 この詩 論 について は ,ミ ル トンを研究

して い る間 に この よ うな理論 は特 に強 く感 じたので,す で に発行 され た論 集 のなかで触 れ

てお いた と思 う。 それ は,ミ ル トンの詩は簡 単 にいえば この理論 の よ うにギ リシ ャ ・ラテ

ン,イ タ リアの文学,イ ギ リスの 同年 代 の文 学を学 び と った上 で ,消 化作 用が活 発 に行 わ

れて,詩 人 の成 長 と ともに偉 大 な る詩 を創 作 した とい うこ とで ある。

"Thevalesredo
ubledtothehills"(SonnetXVIII ,9)と 歌 った イ タ リアの地勢 が丘

また丘 と起伏 して い るそ の国へ,ま た イギ リス と比 較すれ ば その当時 は遥 か に立派 なイ タ

リアの都市へ なぜ旅 立 った ので あろ うか。 もちろん,イ ギ リスの詩 人た ちの,イ タ リアへ

の大 きな憧憬 の念 の しか ら しめたためで あ る。 その讃美 した イ タ リアの都 市 とは ,
"Buthe

reIfeelamends,

Thebreathofheav'nfresh-blowing ,pureandsweet,

Withday-springborn;hereleavemetorespire"(S .A.9-11)
"freeRo

me,whereeloquenceflourished"(Y .L.IX.fi71)
"the

oratoryofGreeceandRome.(Y.R.IV.3fiO)

"Romewastoswaytheworld"(Y
.L.XI.405)

"R
ome,QueenoftheEarth{R.R.IV.45)

の よ うに彼 の心 の なかに深 く刻み つけ られ て消化 され た章 句で あ る。 しか し,第 二 期散文
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時代,即 ちイ タ リアか ら帰 って か ら余 り年 数を経 て いない時期 に おいて は,古 代 の実 名 の

み な らず,滞 在 中出会 った人び との実 名が たびたび現 われ る ことに よって も,イ タ リアに

対 して,ま た イ タ リアの人び とに対す る自己満足 と誇 示が想 像 され,ま た感 じられ るので

ある。 この よ うな文 学的現 象は ミル トンの詩 にお け る独 自性 いや平 凡性 とい って もい い過

ぎで もないで あろ う。 また,す ぐ前 の年 代 の シ ェイ クス ピアが劇 の舞台 と して選 ばれ た こ

と もいか に イギ リス人 の文 学,芸 術 にたず さわ って いた人 た ちの憧 憬 の地 で あ り,そ の観

客 の嗜好 に応 えた もので あ った ろ う。

元 来古い批評 家 た ちはイ タ リアへの旅行 と文学 について は大 きな比 重を かけ なか った と

い うけれ ど も,ミ ル トンはイ タ リア旅行 前 において もSonnetII,SonnetIII,Canzone,

SonnetIV,SonnetVIを,い わ ゆ るイ タ リア詩 を原形 として創作 して い るが,こ れ ら一

群 の詩 は試 作 の域 を 出てい なか った もので あ ったが,イ タ リアの旅(29才 ～30才)か ら帰

ってか ら受 け た影 響 の方が強 か った ので あろ う。 ミル トンがHolsteniusに 宛 て た自筆 の

手紙(1639.3.8.)を みれ ばJoannesMiltonuisの 署名が 見え るが,こ れ ほど イタ リアに

傾 倒 した彼が イ タ リアへ行 った動機 につ いては批評 家 たち は異 った意 見を われわれ に与え

て い る。 そ もそ も旅行 な る ものは 自己の体験 を象 徴す る ことについて は各人 とも異論 は な

いで あろ う。 しか らば,イ タ リア人 の 目か ら見 れば,異 教徒で あ った ミル トンが なぜ カ ト

リックの本山 へ行 ったので あ ろ うか。Hanford2)は 彼 の外 国お よび特 にイ タ リアへ 旅行 し

た こ とにつ いては直 接的 な証 拠 はない とい って い るものの,宗 教家 ・政 治家 ・文学 者 ・高

位 高官 の人 たち に会 いた い とい うことは,出 発 当時か ら彼 の心 に深 くきめていた ことで あ

る。 しか し,当 時詩 人で あ った ミル トンは若年 であ ったか ら,彼 の力を もって しては有 名

人 に堂 々と会 見を求 め るこ とは 国家 権力 に依存 す る以外 には不可能 で あ ったで あろ う。 こ

れが後 に な って は国家権 力 とぶ っつか るとい う不思議 な 因縁 とな る。

イ タ リアの旅で は彼 の心の なかで,カ トリックの殿堂 とその宗教 の堕落 と,カ トリックの

勢 力下に あ った清 教徒 との関係 を さか のぼ って見 たい とい う念願 を抱 いて いたで あ ろ う。

こ うい った情 熱 は後に な って世 に問 うた"ChristianDoctrine"(死 後発 見,1825年 出版)

とな って世 人が彼 の宗教論 に接 した とい う大 きな収穫 を生 んでい る。Einstein3)は 「イギ

リス人が イ タ リアへ行 くのは研究 す るた めで はな く,イ タ リア文 化 一 確 か に イタ リアで

はル ネ ッサ ンスの伝統文 化 を続 けて いた のだが に興味 を抱 いて いた。」,ま た 「建 築物

を文化 の面か ら観 るため だ った 。」 と述 べて い るが,ミ ル トンは 他 のイヂ リス人 たちの気

持 だ けには とど ま らなか った。 ミル トンには まだ見 るべ き眼 があ った。 な おかつ 聞 くべ き

鋭敏 な耳 が あ った。 この意味 で学者 ・文士 ・宗教 家 に出会 うため に最善 の努 力を続 けた。

「ロー マ文 化 はギ リシ ャ文化 をわ が ものに しよ うと して,多 くの点で そ の模 倣を めざ して

い るので あ る。 また模倣 がす で に ロー マ文 化 のなかで重 大 な役割を演 じた ことは疑 いの余

地が ない。」4)とS.ド レスデ ンは い って い るが,ま た最近 注 目を集 めて い るBloom5)の 詩

論 の なか で も 「詩人 が偉大 で あれ ばあ るほ ど,想 像的空 間 を明確 にす るため に互に読み 間

違 いを犯 しなが ら詩的影響 を区別 す る ことが 出来な い。」 とい うことを知 るが,模 倣をす

ることは詩人 た ちの行 う常 套手段 で あ るこ とは歴史 の示す ところで ある。 ミル トンも例 に

もれず,ギ リシ ャ ・ロー マの伝統 と彼 の同時代 の先人 た ちの伝統 とを継承 して い る。 しか

し,1639年8月FirstBishop'sWarの た めギ リシ ャへ の旅 を断念 し急遽 帰国 しなけれ ば

な らなか ったので結 局彼 の最 初 の希望 は失敗 に帰 したので あ った。 そうい う訳で イギ リス

か らパ リを経 て イ タ リア まで辛苦 を味 いなが ら辿 りつい たが,彼 の心を一番 魅 惑 した イ タ
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リアの諸都市 にお け る滞在 が 大 部分 を 占め ることに な った のであ る、,心 理 的 に 探究 すれ

ば,イ タ リア語 とか,イ ギ リスに比較す れば大 きな進歩 して いた文学 を イ タ リアにおいて

自分 の ものにす るため には,ル ネ ッサ ンスの伝統 を保持 して い る美 の国 イ タ リア において

出 来 るだ け長 く滞在 したか ったで あ ろ うと 想像 され るが,血 気 の多 い彼が 宗教へ の 情 熱

と,彼 に と っては愛 国心が それを 許 さなか った のであ る。 ここに ミル トンの第二 期 つ まり

散 文の時代 の端緒 をみ るので ある。 また,Aeropagitica(1644)の 執 筆 もこのイ タ リア旅

行 で の 見聞 の結 果で あ って,イ タ リアの学 者に対 して 出版 の 自由 ミル トンの思想 の一

環 を なす もの だが に制限 いや強圧 が加 え られ てい るのを直 視 したた めで あ った。

彼が学 者,文 化 人,宗 教 人はて は音 楽家 に まで会 った こ とを述 べたが,そ れ らの うちで

ミル トンが科学 と直接 に接触 した のはGalelioで あ る。異教 徒で あ る ミル トンが 幽閉 中の

ガ リレイに会 えたか ど うか疑 問視す る批評家 がい るが,文 献 か ら思惟 すれ ば短時 間で はあ

ったが会 えた とい うこ とが いえ るので は ないか と思 う。 も し,ガ リレイに近 ず き得た とす

れ ば,ど の よ うな方法 を と ったか は明確 で はな い。 そ もそ も,ガ リレイ(1564-1642)と

べ一 コン(1561-1626)は17世 紀 において イギ リス入た ちの注 目の人物で あ り,ガ リレイ

は ア リス トテ レスの自然観 を修 正 して近代 力学の基礎 を お き,1609年 望遠鏡 を改 良 し

もと もとは オ ランダで始 めて 発明 され た ものだが 木 星を発 見しコペ ルニ クスの地動 説

に科 学 的証明 を与え た。 例えば月 の山,銀 河 の存在 とその本質 と1613年 には月而 の点 につ

いて も言及 した この よ うな宇宙 論 は教 会 に とって神学 の根 本問題 に も触れ る反逆 的 と もい

お うか極 めて重 大問題 で あ り,コ ペルニ クスの地動 説を基盤 とす る宇 宙 説に よる宇 宙論 の

解 明は堅 く禁 止されて いた に もかかわ らず彼 の言辞 は柾 げず遂 に幽閉を命ぜ られ た,そ の

時 には両眼 失明 とい う悲運 の うちに死去 の運命 に逆 らうこ とはで きなか っだJガ リレ イと

は異な り,他 方 ミル トンはあの よ うな 幽 閉 こそ され なか ったが,家 庭 内にお ける孤 立化

(晩 年 にな って はそ うで はなか ったが),失 明,死 など共通 の点 もな くは なか った。

もう一 つは,ミ ル トンが 出会 った一 人の侯 爵GiovaniBattistaManso(1560-1645)は

絵画 お よび文学 のパ トロンと して財 産 を注 ぎこんだ高 貴な紳 士に対 して ミル トンはす で に

詩 を献 げて いたが,は か らず も隠 遁僧 に紹介 を して もらった。 ミル トン8)の 言葉によれ ば
"a

noblemanofdistinguishedrankandauthority"で あ った。 ミル トンとマ ン ソー との

関 係は宗教,哲 学,芸 術 の面 において 眺めな ければ な らな い。

つ づいて 音楽 の影 響 だが,イ ギ リスと イ タ リアとを比 較す れば ,イ タ リアが 声楽 の 方

面で は遥か に大 きな業績 をすで に残 して いたが,一 方 イギ リスで は器 楽器が その セ位を 占

めて いた。 賢明 な る ミル トンはガ リレイに接す るに及 んで 音楽理 論 の暗示を 得た こ とは,

Spaeth9)が 示唆を与 えた こ とで あるが,Florenceか らRonleへ 行 き宮殿sr楽 に耳 を傾 け

芸術 の可能性 を把握 した ことは,ミ ル トンの生 来の文 学的天 才の しか ら しめ るところで あ

ろ う。 音楽 との直接 的 な接 触 は ミル トンの詩 的想像 を揺 ぶ った ことにな り,音 楽家 の喉を

通 り過 ぎ る朗 々た る音声 は恰 も神 その ものの お声 と も感 じ,そ の うえに この音楽 と劇が ミ

ル トンの将 来大 いな る大作 を産 む基 盤 とな ったが ,Massonlo)は ミル トンが イ タ リアの音

楽,劇 場 に近ず かなか った こ とには触れ て いないが,後 にな って再評 価 には この問題 の重

要性 が と りあ げ られて い る。 とい うのは この音楽 と詩 形,詩 語の選択,詩 の構想 に大 きな

影 響を与 えて い るか らで あ る。

彼 の音楽 的嗜 好か ら出て,無 韻 詩を 用い る ことは脚韻 よ り容 易で 使用効果 が あ り,彼 の

精神 の 自由性か ら判断 すれば,彼 の性格 に適 した こ とか ら学 び と った ものであ ろ う。 また
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SamuelJohnson1Dも 次 の通 り云 って い る。
"Milton

moreprobablytookhishintfromTrisino'sItaliaLiberate;flingblankverse

easierthanrhyme,wasdesirousofpersuadinghimselfthatitisbett?r ."

また,ギ リシアの詩語法 に歴史的 にはギ リシアの流 れ と して`syaloepha'(例 えば,th'

omnipotant)を 使用 す ることを我 々に示 してい る12)。

また,イ タ リア旅行 前,1637年 に100行 の小篇Lycidasを 書 いたが,こ の詩 のなかで,
`rh

etoricofrhyme'と 韻 文の勧 とを結合 させ 一 つの明確 な詩型 を 我 々に示 した ことは,

一 つ の詩 の中道を歩 いてい た ことを知 らさせ る13)
。

Sonnetsが 第一 期 と第三期 との詩的想像 力 の橋渡 しをす る ことは 他 の論 文で述べ たが ,

この イタ リアへの旅 は,対 人的,対 物 的体験を通 しての第三 期大作 にそなえた準備 時代 と

考 えて もい いのではなか ろ うか。 しか し,ミ ル トンは主 と して散文を駆使 し自分の思想 と

主張,将 来 自分 が詩 作す る構想 を熟思す る時代で もあ り,そ れ にひ き続 いて真 実 な自己を

散文 のなか に姿 を現 わ した時代 で もあ った。 従 って 自己のみ な らず,他 入 もこの一連 の散

文 には実名を 明示 して,自 己の進むべ き道 に光明 を投 げ よ うと してい る。換言 すれば,イ

タ リア旅行 前 に書 いたLycidas(1637)は 闘争 の結果 と しては,Coη π∫よ りも もっと力強

い詩 とな って現 われて い るが,そ の力強 さは,ミ ル トンの心の力強 さの流 出で もあ る。 そ

の最後 の

"Andnowwasdro
ppedintothewesternbay;

Atlastherose,andtwitchedhismantleblue

To-morrowtofreshwoods,andpasturesnew ."

とい う実 に力強 い結び は,イ タIJア のcanzoneの 形式的 な 要素 を具 現 して い るが,こ の

詩 のなかで の気迫 は1638-39年 の イ タ リア旅行 には相応 しい もので はないか。

TheSecondDefence(1654)に よれ ば,ミ ル トンは12才 頃か ら猛 烈な勉強 に従 事 し,生

れ なが ら視 力が弱か ったため に勉強 が拍車を かけて漸進的 に視力が弱 ま り74才 で全 盲にな

って しま った とい う悲 しい運命 を辿 らなければな らなか った。父 が教育熱心 で,ミ ル トン

を して家庭教師 に指導を依頼 し諸外 国語 を学ばせ た。 その ために哲学 にも相 当通 じる こと

がで きた とい う。諸外 国語 とい うのは,ギ リシャ語,ラ テ ン語,イ タ リア語を指 してい る

のだ ろう。 この結 果,哲 学 とは何か。 哲学は いかに して読 まねばな らぬ か とい うことを知

り得 たので あろ う。M.A.を とって後 にす ぐイ タ リアへ逃亡せ ず父 の家 に隠遁 した と述 べ

て い るが,そ の理 由 と して彼 の性 格か ら判断すれ ば,学 校で友情 と尊敬 を得 られ なか った

とい うことが確か で あろ う。 この時 よ りイ タ リアの旅 への心が動 いてい たが,そ れが一 時

的 に中止せ ざ るを得 なか った。 イタ リアか ら帰 国後2,3年 を経 て,書 いたSonnetIX

(1642-5)に おいて,話 しか け られた若 い女性 は誰で あ ったか今 日まで明 らか でないが,

彼 は彼女 の家族 お よび彼女 とは友人 の仲で あ ったが,彼 女 は堅 ぐる しい女 性で あ り,ミ ル

トンは この女性 に宗教的安心 を与 えてい るのだが,こ の十 四行 詩の なかで ミル トンの この

時代 の 「自分」 のechoが あ らわれて い ることは疑 いない ことで あ ろう。 しか し,イ タ リ

アで は全 くその よ うな人間 ミル トンが見 られ なか った。 父の家で 自由気 侭 な 日々を送 って

いたが,そ の間 にギ リシア ・ラテ ンの古典 を読 み耽 け った り,時 々 ロン ドンへ行 っては書

籍 を買 い もとめた り,数 学や音楽 の新 しい ものを学ん だ りす ることが彼 の心を紛 らす唯一

の楽 しみで あ った。 このよ うに して父の家 に同居 して いた頃,不 幸 に も母の死 にあい,外

国旅行,特 にイ タ リアへ行 かねば な らぬ とい う衝 動に駆 られ た。 父の側 に も息子 に対 す る
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親 心 が 動 い て い た か も し ら な い が,幸 い に 父 の 快 諾 を 得 ら れ て,家 僕 一・入 を 伴 っ て イ ギ リ

スを 出 発 し た の で あ る,,駐 イIIenryWottonイ ギ リ ス 大 使 か ら 白 筆 の 紹 介 状 を 貰 っ た の

で あ る。 こ の 紹 介 状 を 受 取 っ た と き の 彼 の 感 動 は い か ば か りで あ っ た ろ う。 彼 に と って は

こ の 紹 介 状 こ そ,

``breathillgnotO111ythewannestfriendship
,butcontainingsomemaximsofconduct

whichIfoundveryusefulinmytravels"

と 書 い て い る 通 り,彼 は 欣 然 た る 心 情 を 胸 深 く抱 い た こ と で あ ろ う,,こ の 友 情 こ そ は,究

極 的 に は"Gotherefore,halfthisdayasfriendwithfriend"(P.L.V.229)と 云 っ た 神

と 人 間 と の 友 情 へ と 発 展 し て い くの で あ る 。 ま たThomasScudamoreか ら も 紹 介 状 を 得

て い る 。 こ の 紳 士 も 王 党 に 属 し,一 国 を 代 表 す る 大 使 で あ る が,こ う い っ た 人 た た ち の 紹

介 状 を 得 た と い う よ り も最 大 限 に 利 用 した と い っ た 方 が 当 を 得 て い る の で は な か ろ う か 。

こ の よ う に 多 くの 友 人 た ち と い う の は,貴 族,高 位 高 官,社 交 界 に 出 入 り し得 る 紳 士 た ち

に 近 ず い て い っ た と 云 い 得 る の で は な か ろ う か 。 こ こ に 彼 は 庶 民 を 相 手 に せ ず 貴 族,高 位

高 官,文 化 人 に 依 存 す る 旅 行,い わ ゆ る 世 に 云 う 貴 族 性 の 傾i`」Jが認 め ら れ る の で あ る 。 パ

リ14)に は 僅 か 数 口 しか 滞 在 せ ず して,陸 路 を と っ て イ タ リア へ 向 け て 旅 を 続 け た の で あ

る。 こ の 旅 は 当 時 と して は 馬,馬 車,駕 籠,船 を 利 用 し た ら し く,そ れ で も 相 当 の 苫 難 を

伴 っ た こ と で あ ろ う。 詳 しい 資 料 を 求 め る こ と は 不 可 能 に 近 い が,こ の よ う な 推 測 が な り

た つ の で あ る 。 イ タ リ ア を 出 発 す る に 際 し て は,彼 の 道 中 出 来 る 限 り の 厚 意 を 与 え て くれ

る よ う に と イ ギ リ ス 商 人 た ち に 対 す るr重 な 紹 介 状 を 得 て い る 。/¥° リを 南 東 へPlemOIlt

(Yielnont5「onnetXVIIIを み よ)を 通 っ て,Nlceに 辿 り つ き,そ こ で 船 を 利 用 し てGenoa

に 着 きLeghorn,Plsa,Florellceへ と 旅 を 続 け た 。 特 に,Florenceは ロ ン ドン に 比 較 す れ

ば 都 市 の 構 造 も 異 な り遠 く背 後 に 丘 陵 が 並 び 試1:つそ の 町 の 様 子 に は 興 味 を 抱 い て い た た め

に2ケ 月 滞 在 した と 云 っ て い る 。 一 般 大 衆 の 真 中 に は 飛 び こ ま ず そ の 名 士 た ち に の み 会 い

従 っ て 文 学 の 集 会 に は 顔 を 出 し て い た 。 彼 は`diffusiollofknowledge'或 は`1'reservation

offriendship'と 呼 ん で そ の 集 会 の 雰 囲 気 を 楽 し ん だ 。 そ の 当 時 で は,ル ネ ッ サ ン ス の 色

調 が 濃 厚 に 残 存 し,フ ロ ー レ ン ス 語 が 最 も純 粋 な 形 で 保 存 さ れ 話 され て い た 。 ま た そ の 人

た ち は 何 れ か の 学 会 に 属 し て い た 。JacobGaddi,CaroloDati,Frescobaldo,Coltellina,

Ronomatthei,Clerneiatillo,Franciniな ど は,い つ い か な る 時 で も ミル トン の 思 い 出 に 残

る 入 た ち だ と 名 前 を 列 記 して い る、,な お そ の 後 に`aiulmallyothers'と 書 い て い る に い

た っ て は,は た してfriellclshlPと い う に 値 す る か ど う か 。friendshipと は 何 か,そ の 意

味 内 容 に 一 応 疑 い を は さみ た く も な る で あ ろ う,

Florenceか らSiena,そ れ か ら 後 で 回 想 して 自 由 な る と か,地 ヒの 女 皇 と か 呼 ん だRome

へ と 足 を 延 ば した 。 そ し て 有 名 な 都 のi-t1蹟 見 物 に 約2ケ 月 を 費 し,そ こ でLucusHolstein

(1596-1661)か ら 親 愛 の 情 の こ も っ た 心 で 注 目 を 受 け た 、,学 者 た ち と の 会 見 も 行 わ れ た 。

ロ ー マ か ら 同 行 し た 隠 遁 僧JohnBaptistaMallso(1561-164?)を 紹 介 さ れ た 。 ミル ト

ン に よ れ ば こ の 入 も`anobleofdisth19uishedrankandauthority'で,そ の ノ＼へTorquato

Tasso(1544-95,Itali乏mpoet)が 友 情 に 関 す る 書 物 を 献 じ た と い う。 マ ン ソ ー は ミル ト

ン を 都 市 お よ び 総 督 の 邸 宅 へ 案 内 し,ま た 一 度 な ら ず ミル トン の 宿 舎 を 訪 れ た と あ る 。 こ

れ は 友 情 を 示 す も の だ と ミル トン は 喜 ん だ の で あ っ た 。 敷 衙 す れ ば,ミ ル トン の 出 発 に 際

して 十 分 な 歓 待 が 出 来 な か っ た を 謝 り,と い う の も ミル トン が 宗 教 問 題 に つ い て 殆 ん ど 忌

悼 な く話 した も の だ が マ ン ソ ー と して は 十 分 論 議 が 尽 さ れ な か っ た こ と を そ の 理 由 に 挙 げ
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て い る 。 元 来 友 人 を 多 く持 っ て い た マ ン ソ ー は 愛 と美 な ど の 哲 学 的 対 話,タ ッ ソ の1619年

の 生 活,St.Patt'iciaに 就 い て の 書 物 を 出 版 して い た 。 そ う い う こ と で2人 に は 論 戦 の 花

が 咲 い た ら しい 。

ミル トンが シ シ リ ィ と ギ リ シ ャ へ 行 こ う と して い た 時 も 時,イ ギ リ ス で の 騒 動(The

FirstBishop'sWar)の 勃 発 を 聞 い て,

"Ithoughtitbasetobetravellingfaramusementabroad
,whilemyfellowcitizens

werefightingforlibertyathome."

と,愛 国 者 の 血 が た ぎ り,帰 心 矢 の 如 き 精 神 状 態 と な っ た 。 ま さ し く自 分 が イ ギ リス を 背

負 っ て い る 国 士 の 心 理 状 態 に 追 い こ ま れ て い た 。 早 速 引 き 帰 して い る 途 中,イ ギ リ ス の

Jesuitsた ち が ロ ー マ へ 引 き 返 した ミル トン に 危 害 を 加 え る 陰 謀 が た くま れ て い る こ と を

商 人 た ち か ら 知 ら さ れ た 。 そ の 原 因 は イ タ リア で 彼 が 宗 教 問 題 に つ い て 自 由 に,卒 直 に 論

議 した か ら で あ っ た 。 す で に イ ギ リス の 商 人 た ち に 近 か ず い て い た の は,商 人 と は 最 も 早

く情 報 を 運 び 得 る 人 た ち で,従 っ て 彼 は こ の こ と の 起 り う る 可 能 性 を 知 っ て い た 筈 で あ っ

た ろ う と 思 う 。 そ れ に も か か わ らず ロ ー マ へ 行 っ て 約2ケ 月 前 と 同 じ よ う に 法 皇 の 首 府 に

お い て 宗 教 の 改 革 を 堂 々 と 弁 護 し た 。 ま たFlorenceへ 引 き 返 す と 恰 も 故 国 に 帰 っ た よ う

に 異 常 な ほ ど に 愛 情 を も っ て 迎 え ら れ た 。 そ こ に 以 前 滞 在 した と 同 じ く ら い の 日 数 足 を 止

め た の で あ っ た 。 そ れ か らApPennines山 脈 を 横 断 しBolognaを 経 てVeniceへ 達 した 。

ま た1ケ 月 余 り 観 光 に 費 して,イ タ リ ア で す で に 買 い 集 め た 書 籍 を 般 便 で 本 国 へ 送 り 出 し

VeronaとMilanを 通 過 しLeman湖 に 沿 う てGenevaに 到 した 。 そ の 場 所 と は,

"lnallthoseplacesinwhichvicemeetswithsolittlediscouragementandispractised

withsolittleshame"

で あ っ て,彼 はvirtueの 道 か ら は 逸 れ る こ と は な か っ た とTheSecondDefenceの な か

で 述 べ て い る 。

Genevaで は 神 学 教 授JohnDeodatiと 論 議 した こ と を 快 く思 っ て い た 。 フ ラ ン ス を 通

り 故 国 へ 帰 っ た 。 往 復 と も 徒 歩 に 始 終 し1年3ケ 月 を 費 して の 長 い 旅 で あ っ た 。 我 々 の 想

像 以 上 の 疲 労 は 体 内 に 蓄 積 さ れ た に 違 い な い 。 こ の 旅 行 中 で ミル トン の 感 銘 の 最 も 深 か っ

た 人 物 の1人 はManso(1561-164?)で あ っ た で あ ろ う 。 マ ン ソ ー は 実 に 彼 に 対 して は

親 切 の 限 り を 尽 し た と ミル トン は 言 っ て い る が,殊 に 別 れ の 挨 拶 に は 大 な る 満 足 と 恐 擢 を

心 の 底 ま で 感 じ た の で あ る 。Mansusの な か に は,Mansoと か,Fortunateoldman,Old

manbelovedbythegodsで 呼 び か け ら れ,ま た ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ の 神 話,Chaucerの

敢 行 し た イ タ リア 旅 行,Spenser,Shakespeareへ の 言 及,神 々 に 対 す る 努 力,純 潔 な 心,

熱 意 あ るvirtueを 挿 入 し な が ら,最 後 の 句 に 「私 は 喜 ん で 天 上 の オ リ ン パ ス で 私 は 祝 福

さ れ て い る こ と を 知 ろ う 。」 と 結 ん で い る 。 だ が 次 に 出 て く る の は ガ リ レ イ と の 出 会 い の

問 題 だ がAreopagitica(1644)に お い て は,

"ThereitwasthatIfoundandvisitedthefamousGalelio
,grownold,aprisonto

theinquisition,forthinkinginastronomyotherwisethentheFranciscanandDominican

licensersthought.AndthoughIknewthatEnglandthenwasgroaningloudest

undertheprelaticalyoke,neverthlessItookitasapledgeoffuturehappiness,that

othernationsweresopesuadedofhisLiberty"15'

と 極 め て 簡 単 に 述 べ て い る が,牢 獄 に 幽 閉 さ れ て い た ガ リ レ イ が ミル トン に 気 安 く会 っ て

くれ た か ど う か 疑 問 視 す る 批 評 家 も あ る が,紹 介 状 を 巧 み に 利 用 す る 人 間 ミル トン の 一 面
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を イ タ リア の 旅 で み た 我 々 と し て は 不 可 能 で あ る と 断 言 す る こ と も あ る ま い 。 た と え,会

う こ と が 出 来 ず して も,人 間 の 理 性 が 自 由 に 用 い う る と い う こ と が,宗 教 上 の 頑 固 さ に よ

っ て 押 しつ ぶ さ れ る と い う 象 徴 と し て,ミ ル トン の 心 の な か に 残 っ て い た こ と が わ か る と

Potterは 云 って い る 。 つ ま り,カ ト リ シ ズ ム に 対 す る 敵 意 よ り も ガ リ レ イ に 対 す る 友 情 の

方 が 強 か っ た と い う こ と の 方 が 妥 当 で あ っ た で あ ろ う と い う の が が 当 時 の ミル トン の 心 理

を 分 析 す る に 適 して い た と 云 わ ね ば な ら な い だ ろ う。

・・・…aswhenbynighttheglass

OfGalileo,lessassured,observes

Imaginedlandsandregionsinthemoon;(P.L.V.261-3)

と か

・・一…TherelandstheFiend
,aspotlikewhichperhaps

Artronomerinthesun'slucentorb

Throughhisplazedoptictubeyetneversaw.(F'.L.III.588-90)

と 詠 ん だ 上 記 の 資 料 か ら思 考 して,月 面 と 太 陽 の 点 を ガ リ レ イ の 遠 望 鏡(オ ラ ン ダ 製 の 改

良 品 だ が)を 通 し て そ の 月 の 状 況 と 宇 宙 の 神 秘 性 に う た れ て,神 の 宇 宙 で あ る そ の 稜 序 を

感 得 し た 彼 の イ タ リ ア に お け る 科 学 か ら 神 性 へ の 体 験 は 「失 楽 園 」 や 「復 楽 園 」 へ と結 び

つ くの で あ る 。

再 び,太 陽 に つ い て で あ る が,21才 の 時 に ミル トン は,太 陽 と は 道 徳 的 光 と 栄 光 神 の も

と で あ る と か,九 つ の 球 か ら発 す る 音 楽 を 考 え て い た と い う こ と か ら,イ タ リ ア に お け る

ガ リ レ イ の 望 遠 鏡 か ら 眺 め た 天 体 の 神 秘 は ミル トン に は 我 々 の 想 像 を こ え た 興 味 が あ っ た

こ と で あ ろ う 。 そ れ に つ い て ミル トン は 云 う 。

"B
utifwepossedheartssopure,sospotless,sosnowy,asonceuponatime

Pythagorashad,thenindeedwouldourearsbemadetoresoundandtobe

completelyfilledwiththatmostdeliciousmusicoftherevolvingstars;andthenall

thingswouldreturnimmediatelyasitweretothatgoldenage;then,atlength,

freedfrommiserieswewouldspendourtimeinpeace,blessedandenviedeven

bythegods."

と 天 体 と 音 楽 に ふ れ て 言 及 して い る 。

ミル トン は 科 学 に 定 義 ら し い 定 義 を 下 し た と い う わ け で は な い が,次 の よ う な

"Osacred
,wise,andwisdom-givingplant,

Motherofscience,nowIfeelthypower

Withinmeclear,notonlytodiscern

Thingsintheircauses,buttotracetheways

Ofhighestagents,deemedhoweverwise."(P.L.IX.679-83)

の な か で,科 学 と は`knowledge'と い う 単 な る 意 味 を 付 与 し て い る が,全 著 作 散 文 と

詩 に お い て 分 析 す る と,`knowledge'で あ る こ と に 誤 り は な い が,ア リ ス トテ レ ス の

宇 宙 観,天 文 学,生 理 学,倫 理 学,ま た コ ペ ル の 理 論 宇 宙 組 織,天 の 無 限,天 体 の 軌

道 の 順 序 な ど か ら の 影 響 は 十 分 に 受 け て い る,つ ま り 哲 学 的 構 想 か ら百 科 辞 典 式 な る

科 学 全 般 の 思 想 を 組 み 立 て て い っ た の で あ る 。

再 び 言 及 し た い が,ミ ル トン の 著 作 は,悪 く い え ば 中 世 紀 お よ び ル ネ ッ サ ン ス 時 代 の 知

識 の 手 帳 と 科 学 百 科 事 典 の な か に 見 ら れ る よ う に 彼 の 時 代 の 科 学 を 背 景 と して ミル トン の
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作 品は成 立 して い るので ある と云 って も過言 で はなか ろ う。 しか し,べ 一 コ ンとガ リレイ

の両 人 は17世 紀 の学識 あ る人 び とに と って注 目の的 であ る と云 ったが,こ れ も全 く同 じよ

うな程 度 にお いての2人 で はな く,ま たべ一 コンと ミル トンの間 に も同一性 はなか った。

例 を とれ ば,宗 教,政 治 につ いて簡単化 すれ ば,べ 一 コ ンは当時 のイギ リス国教 の監 督政

治 を沈 静 し,且 つ強化す る改革 を提案 したの に対 して,ミ ル トンは監 督政治 を破壊 し,聖

書 と自 由に対す る愛 を調和 し教会 政治 を樹 立 しよ うとす るには改革へ の接近 は否定 し得 な

い であ ろ う差異 なので あ る。

また詩 形 と して も自由性 の許 され る無韻詩 を使 用 し,十 四行詩 もSurrey-Shakespeare

を さけて イ タ リア十 四行 詩(や や 工夫を こら してい るが),主 題 の範 囲を拡 大 し,ラ イ ム

を変化 して彼独 自の もの と した。彼 が イ タ リア旅 行 前に書 い た,眼 に訴 え る完壁 な構造 体

と称す べ きLycidas(1637)18)は`thegreatpastoralelegieで,彼 はイ タ リアへ行 く準 備

の意志 を も って書か れた もので あろ うと推 察 され る。

マ ンソー を宗教 との関係 におい てみ る と,ガ リレイは科 学 との関係 におい てみ るこ とが

出来 る。 ところで散文 のTheSecondDefenceに は,イ タ リアの固有名詞 が 出て くるが,

「失楽 国」 のなかで のイ タ リア との関連性 は どのよ うにな って い るだ ろ うか。詩 人の心 的

発 展が み られ ることは確 か であ ろ う。 俗 に云 う消化作 用が活 発 にお こなわれて い る。第三

期 の作品 の なか で は,P.L.1.287-89,P.L.III.538-90,Y.L.VII.366-9,P.L.VII.

376-84,P.L.VII.579-81,P.L.V.201-4な ど 詩人 た る想像 力の 旺盛 な流 動が感 じ

られ るので ある。 またイ タ リア旅行 か ら得 たガ リレイの実 名 と天文 学 に関す る詩 勧が あ る

が,Tuscanartistと 名が変 わ りガ リレイの名前 は完全 に消え去 ってお り,「 復楽 園」 四

巻40-2に お いて,
"Bywhatstrangeparallaxoropticskill

Ofvisionmultipliedthroughair,orglass

Oftelescope,werecurioustoinquire"

は詩 の 中に完全 に消 化 され て い るものの,telescopeが 現 われて い るのは,全 盲の ミル トン

が不注 意か偶然 か いずれか知 らないが,彼 の想像 力が 「失 楽 園」 の時 に比較す れば,弱 体

化 してその ままtelescopeを 思 いつかせ たのか,そ れ と もいか にそ の望遠 鏡 に対 して懐 旧

の情 を押え得 なか ったのか判 断 に苦 しむが,散 文 と比較 してみ る と,詩 心 に相 当の差異 が

あ るのに気 づ くで あろ う。

また音楽 にかえ るが,彼 が 詩 の形 式 に大 い に寄 与 したの は,古 今 にわた るイギ リスでの

音楽,イ タ リアでの音楽 で あ って,イ タ リアにお いて,彼 は芸術特 に音楽 が どの ように文

学 に結 びつ き得 る可能性 が あるか ど うか も試 め して みた く,ま た音 楽理論 を思 い浮 べ なが

ら,あ らゆ る種類 の楽器,あ るい は声 を通 して彼 自身の思想 を表現 す る可能性 を試 みて み

たので あ る。 とい うの は,人 間の声 は神 の顕示 ともな り,詩 を形成 す る言語 は この音楽 に

よ って左右 され るとい うことも知 り得 たので あ る。ギ リシア劇 とそのなか の コー ラスの使

用 の ことについて は,結 局 予定 してい たギ リシア旅 行 を断念せ ざるを得 なか った事実 か ら

考 え ると,こ の こ とは イ タ リアで 専門家か ら聞いた のであ ろ うか,SamsonAgonistsは 読

む劇 と して の劇 に な ったが,彼 の持 ってい た音楽性,音 楽 理論,そ れ に伴 う詩 語 の選 択

力,ギ リシヤ古典 文学 の知識 見 た と思われ るガ リレイの盲 目の姿が混合 した結 果の一 部

とみ ること もで きよ う。

ミル トンの イ タ リア旅 行 はその後,ど の よ うな文学 的生涯 に寄与 したか。近 代 の批 評家
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た ちは多少の差 はあ って も低 い評価を 与え る ことはな く,む しろ その影 響 は大な りとの評

価に傾 いて い るだ ろ う。 前述 したの だが,盲 目に な らずに イ タ リアの旅 がで きたが,旅 行

中 に余 りに も詩人 と して は世俗 的 な一 面を覗 けるけれ ども,一 見耳学 問的 な節 はな くもな

いが,体 験 は外 延的 でかつ深遠 で あ った ことは生涯 の発 展 と人間成 長 には大 いな る寄 与で

あ り,イ ギ リス民族 と他 民族 との間 の伝統 の差異 を 見るこ とがで き,模 倣 といわれ る一部

の批評 か ら逃れ て予想外 に思索 的 にな り,イ タ リアでの書物 の 蒐集 は この詩 人の大 きな力

とな り,帰 国後書物 につ いて,
"A

foodbookisthepreciouslife-bloodofamaster--spirit,embalmedandtreasured

uponpurposetoalifebeyondlife"19'

と回想せ しあた ほどの教訓 とな って い る。 い ろいろ と考 えてみ る と,ミ ル トンは入間で あ

るこ とを十分 に知 り得た とい う一 語に尽 き るで あろ う し,ま た旅 行中詩 人 と して は想像 の

休 止の状態 と考え られ るか も しれ ないが,次 の 散'文時代 とともに想像が心 の奥深 く占典 と

同時代 の作家 の作品 を材料 と して 徐 々に醸 造 され,ソ ネッツと合一 して 第三期 の大作へ と

進展 して い くのであ る。
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